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研究成果の概要（和文）：急逝冠症候群(ACS)はプラーク破綻と、びらん(intact fibrous cap [IFC-ACS]) が大
半を占める。冠動脈CT、光干渉断層像（OCT）、冠動脈内エコー(IVUS)、血管内視鏡を前向きに施行しプラーク
性状を比較した。その結果IFC-ACSはRFC-ACSとは異なり、陽性リモデリング(PR)やCT値30HU以下のlow 
attenuation plaque (LAP)などの特徴はなく、リモデリング程度も中程度で、脂質成分に富まず、安定狭心症病
変に近い性状であり、病理学的な報告に一致していた。IFC-ACSは従来のCTでは鑑別困難で、今後一層の高解像
度CTの出現が望まれる。

研究成果の概要（英文）：Atherosclerotic plaques associated with acute coronary syndromes (ACS) on 
histopathological characterisation demonstrate either ruptured fibrous caps (RFC-ACS) or intact 
fibrous caps (IFC-ACS). The latter lesions are often referred to as plaque erosions and are 
responsible for up to one-third of culprit lesions. A total of 66 patients either ACS or stable 
patients underwent CT-angiography, OCT, angioscopy, IVUS. Fibrous caps were significantly thinner in
 RFC-ACS than IFC-ACS and stable angina. Positive remodelling was more predominantly seen in RFC-ACS
 than IFC-ACS and stable angina. However, none of the specific CT-angiography features clearly 
distinguished IFC-ACS from stable lesions. In contrast to the situation with RFC-ACS, distinct 
culprit lesion characteristics associated with non-rupture related mechanisms are not identified by 
current CT angiography. Future technology including high resolution CT would overcome such 
limitations.

研究分野： 循環器内科

キーワード： Acute Coronary Syndromes　Ruptured Fibrous Cap　Intact Fibrous Cap　OCT　Intravascular Ultras
ound　Coronary CT Angiography

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
JACSS研究によれば日本人の急性心筋梗塞(AMI)の院内死亡率は8％で、JCAD 研究では陳旧性心筋梗塞例は非梗塞
例に比べて予後が悪いことが示されている。AMIの原因はプラーク破綻 (RFC-ACS)と、びらん(intact fibrous 
cap ACS [IFC-ACS])であるが、光干渉断層像OCT）、近赤外線断層像(NIRS)、冠動脈内エコー(IVUS)などは病態
の解明に有用である。一方、冠動脈CTにより病態の把握が非侵襲的に行えれば、近年増加している急性冠症候群
(ACS)を、低侵襲かつ低コストに診断でき、予防にも貢献できる可能性が本研究により示唆された。
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１．研究開始当初の背景 
心臓死は年間 20 万人にのぼり、この約半数が虚血性心疾患を原因とする死亡であり、冠動脈
疾患の診断と適正なカテーテル治療は喫緊の課題である。冠動脈疾患の中でも、急性心筋梗塞
(AMI)は、院外死亡も含めると急性期の死亡率は 20-30%になるともされ、重要な国民病である。
臨床的には、この急性心筋梗塞(AMI)と不安定狭心症(UAP)を合わせ急性冠症候群(ACS)と総称さ
れている。この ACS のメカニズムの解明やそれによりもたらされる至適治療法の探索、また発
症予測は重要課題であった。 
２．研究の目的 

急性冠症候群(ACS)のメカニズムに関しては、in-vivo では従来、光干渉断層像（OCT）や冠
動脈内エコー(IVUS)、近赤外線断層像(NIRS)、後方散乱強度冠動脈内エコー(IB-IVUS)などの侵
襲的冠動脈内イメージングが用いられてきた。今回これらの冠動脈内イメージングに加え、冠
動脈 CT、特に高精細冠動脈 CT を用いたプラーク性状評価がどこまで、急性冠症候群(ACS)のメ
カニズムを解明できるかを検討する。さらに心筋血流予備量(FFR)に関して、心筋血流予備量
(CT-FFR)と、カテーテルによる FFR を前向きに比較し、高精細 CTにより得られたプラーク性状
および CT-FFR の妥当性を検討し、将来の低侵襲で、より低コスト医療の実現に貢献することを
目的とする。 
３．研究の方法 
 急性心筋梗塞(AMI)や不安定狭心症(UAP)などの急性冠症候群(ACS)および安定狭心症(SAP)で
藤田医科大学病院に入院した患者の内、同意がとれた患者を対象に、(高精細)冠動脈 CTを施行
した後、侵襲的なカテーテルによる、光干渉断層像（OCT）、近赤外線断層像(NIRS)、後方散乱
強度冠動脈内エコー(IB-IVUS)、FFR など前向きに施行し、(高精細)冠動脈 CT により得られた
プラーク性状と、CT-FFR を、侵襲的に得られた冠動脈画像と比較する。SAP においては従来の
プラーク性状と比較し、ACS においてはその原因が、プラーク破綻(RFC-ACS)によるものか、プ
ラーク erosion (IFC-ACS) がその原因であるかを明らかにする。 
４．研究成果 
急逝冠症候群(ACS)はプラーク破綻と、びらん(intact fibrous cap [IFC-ACS]) が大半を占

める。冠動脈 CT、光干渉断層像（OCT）、冠動脈内エコー(IVUS)、血管内視鏡を前向きに施行し
プラーク性状を比較した。その結果、IFC-ACS は RFC-ACS とは異なり、陽性リモデリング(PR)
や CT 値 30HU 以下の low attenuation plaque (LAP)などの特徴はなく、リモデリング程度も中
程度で、脂質成分に富まず、安定狭心症病変に近い性状であり、病理学的な報告に一致してい
た。IFC-ACS は従来の CTでは鑑別困難で、今後一層の高解像度 CT の出現が望まれる。 
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